評価の観点と評価規準　2年（平成21年度）
	単元
	小単元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	1

ひょう・

グラフととけい
	①あそびしらべ
	Ａ
	事象をわかりやすく表そうと進んで調べて分類・整理し，表やグラフに表そうとする。
	算数的活動を通して，分類･整理するなど数理的な処理の仕方や，その特徴について考えることができる。
	簡単な事象について，分類･整理し，正確に見やすく表や●のグラフで表すことができる。
	表やグラフに表すよさを感じながら，表やグラフの形について，よみ方，かき方を理解している。

	
	
	Ｂ
	事象を調べて分類・整理し，表やグラフに表そうとする。
	算数的活動を通して，分類･整理するなど数理的な処理の仕方について考えることができる。
	簡単な事象について，分類･整理し，表や●のグラフで表すことができる。
	表やグラフの形について，よみ方，かき方を理解している。

	
	②1日のせいかつ
	Ａ
	時刻・時間に関心を持ち，生活と関連付けながら，進んで時刻・時間について考えようとする。
	時刻と時間の関係を理解し，時間やある時間だけ前後の時刻を求めたり，その仕方を説明することができる。
	時刻のよみ方及び1日と時間の関係を理解し，時間やある時間だけ前後の時刻を確実に求めることができる。
	時刻と時間及び1日と時間の関係を確実に理解している。　　　　　　　　　

	
	
	Ｂ
	時刻・時間に関心を持ち，生活と関連付けながら，時刻・時間について考えようとする。
	時刻と時間の関係を理解し，時間やある時間だけ前後の時刻の求め方を見出すことができる。
	時刻のよみ方及び1日と時間の関係を理解し，時間やある時間だけ前後の時刻を求めることができる。
	時刻と時間及び1日と時間の関係を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	表やグラフに表す，時計を読むことを生活場面で進んで用いようとする。
	資料を分類・整理するよさを理解できる。また，長針と短針の関係を説明できる。
	絵の数を，表や●のグラフに正確に見やすく表したり，時刻を確実に読むことができる。
	表やグラフの表し方や短針と長針の関係を意識した時計のよみ方を理解している。

	
	
	Ｂ
	表やグラフに表すこと，時計をよむことに進んで取り組もうとする。
	資料を分類・整理するよさを理解できる。また，長針と短針の関係を理解している。
	絵の数を，表や●のグラフに表したり，時刻を読むことができる。
	表やグラフの表し方，時計のよみ方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	時刻づくりに関心を持ち，自ら進んでいろいろな時刻づくりをしようとする。
	時刻を日常生活と結びつけて理解し，それらを説明することができる。
	お話しに合わせて，正確に針を置くことができる。
	表やグラフの表し方や短針と長針の関係を意識した時計のよみ方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	時刻づくりに関心を持ち，お話に合った時刻づくりをしようとする。
	時刻を日常生活と結びつけて理解することができる。
	正確に時刻を表すことができる。
	時計の表し方，読み方を理解している。

	2

たし算とひき算
	①たし算
	Ａ
	簡単な計算については，暗算で処理しようとしたり，問題を作ろうとする。
	(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の計算の仕方を，数のしくみに基づいて考えることができる。
	(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の計算が暗算で確実にできる。
	(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の計算について，暗算の仕方が数のしくみに基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	簡単な計算については，暗算で処理しようとする。
	(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の計算の仕方を考えることができる。
	(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の計算が暗算でできる。
	(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の計算について，暗算の仕方を理解している。


	単元
	小単元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	2

たし算とひき算
	②ひき算
	Ａ
	簡単な計算については，暗算で処理しようとしたり，自分で問題を作ろうとする。
	(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の計算の仕方を，数のしくみに基づいて考えることができる。
	(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の計算が暗算で確実にできる。
	(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の計算について，暗算の仕方が数のしくみに基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	簡単な計算については，暗算で処理しようとする。
	(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の計算の仕方を考えることができる。
	(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の計算が暗算でできる。
	(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の計算について，暗算の仕方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算に楽しみながら，進んで取り組もうとする。
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算が1桁同士の計算を基にすればできることを理解し，説明できる。
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算が暗算で確実にできる。
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の暗算の仕方が数のしくみに基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算を，進んで取り組もうとする。　　　　　　
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算が1桁同士の計算を基にすればできることを理解できる。
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算が暗算でできる。
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の暗算の仕方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	簡単な計算についての暗算に関心をもち，進んで取り組もうとするだけでなく，自分で作ってみようとする。
	答えに合う3回の加減の式を考えることができる。
	3回の加減の計算が暗算で確実にできる。
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の暗算の仕方が数のしくみに基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	簡単な計算についての暗算に関心をもち，進んで取り組もうとする。
	3回の加減の計算を考えることができる。
	3回の加減の計算が暗算でできる。
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の暗算の仕方を理解している。

	3

長さ
	
	Ａ
	長さの測定に興味をもち，測定結果をもとに予想を立てながら，いろいろなものの長さを測定しようとする。
	長さを比べる活動を通して，ものさしのしくみをとらえながら，普遍単位の必要性や測定の仕方について考えることができる。
	量感を生かしながら効果的に，cm,mmを単位として，身近なものの長さをものさしを使って測定したり，長さの計算ができる。
	長さについての感覚を身につけ，長さの単位と測定の意味，普遍単位の必要性を理解している。

	
	
	Ｂ
	長さの測定に興味をもち，進んでいろいろなものの長さを測定しようとする。
	長さを比べる活動を通して，普遍単位の必要性や測定の仕方について考えることができる。
	cm,mmを単位として，身近なものの長さをものさしを使って測定したり，長さの計算ができる。
	長さについての感覚を身につけ，長さの単位と測定の意味を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	長さくらべに関心を持ち，長さの感覚を生かして予想を立てながら長さを測定しようとする。
	長さくらべを通して，ものさしのしくみをとらえながら，測定の仕方について考えることができる。
	量感を生かしながら効果的に，cm,mmを単位として，確実に長さを測定することができる。
	長さについての感覚を身につけ，長さの単位と測定の意味を理解し適切な使い方ができる。

	
	
	Ｂ
	長さくらべに関心を持ち，進んで長さを測定しようとする。
	長さくらべを通して，測定の仕方について考えることができる。
	cm,mmを単位として，長さを測定することができる。
	長さについての感覚を身につけ，長さの単位と測定の意味を理解している。


	単元
	小単元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	3

長さ
	ジャンプ
	Ａ
	「たからさがし」に関心を持ち，長さの感覚を生かして予想を立てながら長さを測定しようとする。
	どの経路が短いか，長さの加法をもとに，予想を立てて考えることができる。
	点と点の結び方，折れ線の測定がものさしを使って確実にできるとともに，長さの加法の計算ができる。
	長さについての感覚を身につけ，測定の仕方や加法計算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	「たからさがし」に関心を持ち，進んで長さを測定しようとする。
	どの経路が短いか予想を立てて考えることができる。
	点と点の結び方，折れ線の測定がものさしを使ってできるとともに，長さの加法の計算ができる。
	長さについての感覚を身につけ，測定の仕方や加法計算の仕方を理解している。

	4

た

し

算

と

ひ

き

算

の

ひ

っ

算

(1)
	①たし算
	Ａ
	たし算の筆算について関心を持ち，筆算で処理するよさを感じながら，身近な問題解決に生かそうとする。
	(2桁)＋(2桁)＜100の筆算の仕方を，十進位取り記数法に基づいて考え，説明することができる。
	(2桁)＋(2桁)＜100の筆算が確実にでき，加法の交換法則を使って答えの確かめができる。
	(2桁)＋(2桁)＜100の筆算は，十進数位取り記数法に基づいていることを理解し，加法の交換法則を使った答えの確かめ方を理解している。

	
	
	Ｂ
	たし算の筆算について関心を持ち，身近な問題解決に生かそうとする。
	(2桁)＋(2桁)＜100の筆算の仕方を，十進位取り記数法に基づいて考えることができる。
	(2桁)＋(2桁)＜100の筆算ができ，加法の交換法則を使って答えの確かめができる。
	(2桁)＋(2桁)＜100の筆算の仕方を理解し，加法の交換法則を使った答えの確かめ方を理解している。

	
	②ひき算
	Ａ
	ひき算の筆算について関心を持ち，筆算で処理するよさを感じながら，身近な問題解決に生かそうとする。
	(2桁)－(2桁)の筆算の仕方を，十進位取り記数法に基づいて考え，説明することができる。
	(2桁)－(2桁)の筆算が確実にでき，加法と減法の相互関係をもとに答えの確かめができる。
	(2桁)－(2桁)の筆算は十進位取り記数法に基づいていること，加法と減法の相互の関係をもとにした答えの確かめ方を理解している。

	
	
	Ｂ
	ひき算の筆算について関心を持ち，身近な問題解決に生かそうとする。
	(2桁)－(2桁)の筆算の仕方を，十進位取り記数法に基づいて考えることができる。
	(2桁)－(2桁)の筆算ができ，加法と減法の相互関係をもとに答えの確かめができる。
	(2桁)－(2桁)の筆算の仕方と，加法と減法の相互の関係をもとにした答えの確かめ方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	たし算やひき算の筆算に関心をもち，筆算で処理するよさを感じながら，進んで取り組もうとする。
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算は十進位取り記数法に基づいていることを説明することができる。
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算が確実にできる。
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算は，十進数位取り記数法に基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	たし算やひき算の筆算に関心をもち，進んで取り組もうとする。
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算の仕方を十進位取り記数法に基づいて考えることができる。
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算ができる。
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算の仕方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	積極的にかくされた数のひみつを見つけようとする。
	たし算とひき算の相互関係に着目して筋道立てて考えることができる。
	たし算，ひき算の相互関係をもとに確実に計算することができる。
	加減法の答えと式の関係を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	かくされた数をみつけることに関心を持って，取り組もうとする。
	たし算とひき算の相互関係に着目して考えることができる。
	たし算，ひき算の相互関係をもとに計算することができる。
	加減法の答えと式の関係を理解している。


	単元
	小単元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	かくれた数はいくつ
	
	Ａ
	加減の2要素1段階で逆思考の問題を，テープ図などを使って解決しようとするとともに，進んで用いようとする。
	加減の2要素1段階で逆思考の問題を，筋道立てて考えることができる。
	加減の2要素1段階で逆思考の問題を，テープ図を使って確実にとらえ，解決できる。
	加法と減法の相互関係を構造的に理解している。

	
	
	Ｂ
	加減の2要素1段階で逆思考の問題を，具体物の操作やテープ図などを使って解決しようとする。
	加減の2要素1段階で逆思考の問題を，具体物の操作やテープ図を利用して考えることができる。
	加減の2要素1段階で逆思考の問題を，具体物の操作や問題文と整合したテープ図を使って解決できる。
	加法と減法の相互関係を理解している。

	5

1

0

0

0

ま

で

の

数
	①100をこえる数
	Ａ
	身の回りのものの個数を10や100のまとまりにして数え，進んでよんだり，かいたりしようとする。
	十進位取り記数法を確実に理解し，1000までの数の構成について説明することができる。
	1000までの数のしくみを確実に理解し，よんだりかいたりできる。また，数の大小を＞，＜を使って表すことができる。
	1000までの数の構成，系列及び＞，＜を使った大小の表し方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	身の回りのものの個数を10や100のまとまりにして数え，よんだり，かいたりしようとする。
	十進位取り記数法を理解し，1000までの数の構成をとらえることができる。
	1000までの数のしくみを理解し，よんだりかいたりできる。また，数の大小を＞，＜を使って表すことができる。
	1000までの数の構成，系列及び＞，＜を使った大小の表し方を理解している。

	
	②たし算とひき算
	Ａ
	身の回りから10や100を単位とした数の相対的な見方を用いて計算できる場面を見出し，活用しようとする。
	10や100を単位とする加減計算で，既習事項を生かして，計算の仕方を考えたり，説明することができる。
	10や100を単位とする数の相対的な見方に基づく加減計算が確実にできる。
	10や100を単位とする数の相対的な見方に基づく加減計算の仕方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	身の回りから10や100を単位とした数の相対的な見方を用いて計算できる場面を見出そうとする。
	10や100を単位とする加減計算で，既習事項を生かして，計算の仕方を考えることができる。
	10や100を単位とする数の相対的な見方に基づく加減計算ができる。
	10や100を単位とする数の相対的な見方に基づく加減計算の仕方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	100,10,1のまとまりに着目して点数を考え，より速く勝敗の判断をしようとする。
	十進位取り記数法のしくみに基づいて，大小比較の仕方を考え，大きい位から比較することで結果を見積もりながら考えることができる。
	100,10,1のまとまりに着目して数を構成し，より手際よく大小比較ができる。
	十進位取り記数法のしくみを基にして，大小比較の仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	100,10,1のまとまりに着目して，点数を考えようとする。
	十進位取り記数法のしくみに基づいて，大小比較の仕方を考えることができる。
	100,10,1のまとまりに着目して数を構成したり，大小比較ができる。
	大小比較の仕方を理解している。


	単元
	小単元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	ジャンプ
	Ａ
	(何百)±(何百)，(何百)＋(何十)，(何百何十)－(何十)の計算に関心をもち，進んで問題に取り組もうとする。
	(何百)±(何百)，(何百)＋(何十)，(何百何十)－(何十)の計算において，数の相対的な見方を生かすことで，既習事項を生かせるよさを感じながら計算の仕方を考えることができる。
	100，10を単位とする数の相対的な見方に基づく計算が確実にできる。
	(何百)±(何百)，(何百)＋(何十)，(何百何十)－(何十)が数の相対的な見方を基に計算できることを理解している。

	
	
	Ｂ
	(何百)±(何百)，(何百)＋(何十)，(何百何十)－(何十)の計算に関心をもち，問題に取り組もうとする。
	(何百)±(何百)，(何百)＋(何十)，(何百何十)－(何十)の計算の仕方を数の相対的な見方に基づいて考えることができる。
	100，10を単位とする数の相対的な見方に基づく計算ができる。
	(何百)±(何百)，(何百)＋(何十)，(何百何十)－(何十)の計算の仕方を理解している。

	形づくり
	
	Ａ
	色板や棒を並べたり，点を線でつないだりして，楽しみながら進んでいろいろな形をつくろうとする。
	色板や棒を並べたり，点を線でつないでつくった形から，三角形や四角形の構成要素を意識しながら，身近にある具体物を想像したり，考えたりすることができる。
	色板や棒を並べたり，点を線でつないで，三角形や四角形の構成要素を意識しながら，いろいろな形をつくることができる。
	色板や棒などを使って形を構成したり，分解したりする活動を通して，三角形や四角形の特徴を理解している。

	
	
	Ｂ
	色板や棒を並べたり，点を線でつないだりして，いろいろな形をつくろうとする。
	色板や棒を並べたり，点を線でつないでつくった形から身近にある具体物を想像したり考えたりすることができる。
	色板や棒を並べたり，点を線でつないで，いろいろな形をつくることができる。
	色板や棒などを使って形を構成したり，分解したりすることを理解している。

	ふ

え

た

り

へ

っ

た

り
	
	Ａ
	日常の事象について，オペレーター(変量)に着目して考えることのできる場面を進んでみつけようとする。
	加減の3要素2段階の問題を，オペレーター(変量)について筋道立てて考えることができる。
	加減の3要素2段階の問題をオペレーター(変量)に着目して確実に解くことができる。
	図や数図ブロックを利用して，オペレーター(変量)に着目することで，簡潔に処理することができることを理解している。

	
	
	Ｂ
	日常の事象について，オペレーター(変量)に着目して考えようとする。
	加減の3要素2段階の問題をオペレーター(変量)に着目して考えることができる。
	加減の3要素2段階の問題を図や数図ブロックなどを用いて解くことができる。
	数図ブロックを利用して，オペレーター(変量)に着目することを理解している。

	計算のじゅんじょ
	
	Ａ
	日常生活において，(　)を用いた加法の計算を積極的に生かそうとする。
	(　)を使って1つの式に表し，まとめてたしてもよい理由を，既習事項と関連づけて考えることができる。
	(　)の意味と加法の結合法則を理解し，手際よく計算できる。
	(　)の意味とその使い方を知り，加法の結合法則を理解するとともに，手際よく計算できる場合があることを理解する。

	
	
	Ｂ
	日常生活において，(　)を用いた加法の計算の場面を見つけようとする。
	(　)を使って1つの式に表し，まとめてたしてもよい理由を考えることができる。
	(　)の意味と加法の結合法則を理解し，(　)を含む式の計算ができる。
	(　)の意味とその使い方を知り，加法の結合法則を理解している。


	単元
	小単元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	6

た

し

算

と

ひ

き

算

の

ひ

っ

算

(2)
	①たし算
	Ａ
	加法の筆算のよさを感じ取り，既習の筆算を活用して，日常生活の問題を加法の筆算を使って解決しようとする。
	既習の計算方法から類推して，筋道立てて，計算方法を考えることができる。
	(2桁)＋(2桁)≧100の筆算や3口のたし算が確実にでき，これらの問題を作ることができる。
	(2桁)＋(2桁)≧100の筆算の仕方や3口のたし算の仕方を数の相対的な見方に基づいて理解している。

	
	
	Ｂ
	加法の筆算のよさを感じ取り，既習の筆算を活用して，計算しようとする。
	(2桁)＋(2桁)≧100の筆算の仕方を，計算棒を操作したり，既習の計算を基にして考えることができる。
	(2桁)＋(2桁)≧100の筆算や3口のたし算が確実にできる。
	(2桁)＋(2桁)≧100の筆算の仕方，3口のたし算の仕方を理解している。

	
	②ひき算
	Ａ
	減法の筆算のよさを感じ取り，既習の筆算を活用して，日常生活の問題を減法の筆算を使って解決しようとする。
	既習の計算方法から類推して，筋道立てて計算方法を考えることができる。
	筆算による(3位数)－(2位数)＝(2位数)の計算が確実にできる。
	(3位数)－(2位数)＝(2位数)の筆算の仕方が，数の相対的なしくみに基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	減法の筆算のよさを感じ取り，既習の筆算を活用して，計算しようとする。
	減法の筆算の仕方を，計算棒を操作したり，既習の計算を基にして考えることができる。
	筆算による(3位数)－(2位数)＝(2位数)の計算ができる。
	(3位数)－(2位数)＝(2位数)の筆算の仕方を理解している。

	
	③どんな計算になるの

かな
	Ａ
	日常生活の場面から，加減計算を用いる問題を進んでつくろうとする。
	加減の演算決定を見通して問題作りを行い，場面に即して，演算決定の根拠を説明することができる。
	場面に即して適切に加減の演算を決定し，確実に計算することができる。
	加減の場面の違いを適切に理解している。

	
	
	Ｂ
	加減計算を用いる問題をつくろうとする。
	加減の演算決定の根拠の説明を，場面に即してすることができる。
	場面に即して適切に加減の演算を決定し，計算することができる。
	問題解決に必要な情報を適切に選択し，演算決定の仕方を理解している。

	
	④3けたを　ふくむ　計算
	Ａ
	3位数を含む加減の筆算の仕方を，2位数の場合を基にして，進んで考えようとする。
	2位数の場合に基づき，3位数を含む加減の筆算の仕方を見出し，自らつくることができる。
	筆算による(3位数)＋(2,1位数)，(3位数)－(2,1位数)＝(2位数)の計算が確実にできる。
	(3位数)＋(2,1位数)，(3位数)－(2,1位数)＝(2位数)の筆算の仕方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	3位数を含む加減の筆算に関心をもち，その仕方を進んで考えようとする。
	2位数の場合に基づき，3位数を含む加減の筆算の仕方を見出すことができる。
	筆算による(3位数)＋(2,1位数)，(3位数)－(2,1位数)＝(2位数)の計算ができる。
	(3位数)＋(2,1位数)，(3位数)－(2,1位数)＝(2位数)の筆算の仕方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	たし算やひき算の筆算に関心をもち，筆算で処理するよさを感じながら，進んで取り組もうとする。
	(2桁)＋(2桁)，(3桁)－(2,1桁)=(2桁)の筆算は十進位取り記数法に基づいていることを説明することができる。
	(2桁)＋(2桁)，(3桁)－(2,1桁)=(2桁)の筆算が確実にできる。
	(2桁)＋(2桁)，(3桁)－(2，1桁)=(2桁)の筆算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	たし算やひき算の筆算に関心をもち，取り組もうとする。
	(2桁)＋(2桁)，(3桁)－(2，1桁)=(2桁)の筆算の仕方を，十進位取り記数法に基づいて考えることができる。
	(2桁)＋(2桁)，(3桁)－(2，1桁)=(2桁)の筆算ができる。
	(2桁)＋(2桁)，(3桁)－(2，1桁)=(2桁)の筆算の仕方を理解している。


	単元
	小単元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	ジャンプ
	Ａ
	勝つための置き方を考えながら，(2位数)＋(2位数)，(3位数)－(2位数)の筆算に進んで取り組もうとする。
	答えを大きくするにはどこにどんな数字をあてはめればよいかを筋道立てて考えられ，説明することができる。
	答えが大きくなるような加法・減法それぞれの式を考えることができる。
	(2位数)＋(2位数)，(3位数)－(2位数)の筆算の仕方が数の相対的なしくみに基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	(2位数)＋(2位数)，(3位数)－(2位数)の筆算に関心を持ち，取り組もうとする。
	答えを大きくするにはどこにどんな数字をあてはめればよいかを筋道立てて考えることができる。
	答えが大きくなるような加法・減法それぞれの式をみつけることができる。
	(2位数)＋(2位数)，(3位数)－(2位数)，の筆算の仕方を理解している。

	な

ん

ば

ん

目
	
	Ａ
	具体的な場面で，順序を数で表すよさを感じながら，身のまわりにあるものを使って具体例を表そうとする。
	順序数での位置の表し方を，図を用いて筋道立てて考えることができる。
	集合数と順序数の違いを理解し，前後，左右などの用語を用いて，確実に位置を表すことができる。
	集合数と順序数の違いと前後，左右などの用語を使った位置の表し方について十分に理解している。　　　　　　　　

	
	
	Ｂ
	具体的な場面で，順序を数で表すよさを感じながら，進んで数を使って表そうとする。
	順序数での位置の表し方を，図を用いて考えることができる。
	集合数と順序数の違いを理解し，前後，左右などの用語を用いて，位置を表すことができる。
	集合数と順序数の違いと前後，左右などの用語を使った位置の表し方について理解している。

	み

ら

い

へ

の

つ

ば

さ
	三角，四角づくり
	Ａ
	三角の色板を使った形づくりに関心をもち，進んで取り組むことができる。
	少ない枚数で作った形をもとにして，置き換えたり大きくすることを考えることができる。 
	少ない枚数で作った形をもとにしたり，置き換えたりして，いろいろな三角や四角をつくることができる。
	3枚の色板を何枚か使って形の同じ三角や四角ができることを十分に理解する。

	
	
	Ｂ
	三角の色板を使った形づくりに関心をもって取り組むことができる。
	色板の数を変えて，いろいろな三角や四角を考えることができる。
	色板の数を変えて，いろいろな三角や四角をつくることができる。
	3枚の色板を何枚か使って形の同じ三角や四角ができることを理解する。

	
	めいろあそび
	Ａ
	場合を整理することに関心をもち，楽しみながら進んでめいろ作りに取り組むことができる。
	場合を整理して筋道立てて考えることができる。
	見通しを持ちながら場合を整理することができる。
	場合を整理することを十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	場合を整理することに関心をもち，めいろ作りに取り組むことができる。
	場合を整理して考えることができる。
	場合を整理することができる。
	場合を整理することを理解している。

	7

か

け

算

(1)
	①かけ算のしき
	Ａ
	均等と不均等の違いに気づき，「同じ数のいくつ分」の具体例を生活から見つけ，かけ算を用いようとする。
	「同じ数のいくつ分」に着目して，より簡便な計算方法として累加をもとに考えることができる。
	かけ算が用いられる場合を具体物で表したり，ことばや式で表すことができ，説明することができる。
	具体的場面に即して，かけ算の意味と式，倍の概念を理解している。

	
	
	Ｂ
	均等と不均等の違いに気づき，「同じ数のいくつ分」の場面で，かけ算を用いようとする。
	「同じ数のいくつ分」に着目して，より簡便な計算方法の必要性について考えることができる。
	かけ算が用いられる場合を具体物で表したり，ことばや式で表すことができる。
	かけ算の意味と式，倍の概念を理解している。


	単元
	小単元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	7

か

け

算

(1)
	②かけ算の九九
	Ａ
	5,2,3,4の段の九九づくりに関心を持ち，進んで取り組み，生活に生かそうとする。
	答えがいくつずつ増えるかに着目し，かけ算の簡便さを意識しながら，九九の構成の仕方を考えることができる。
	5,2,3,4の段の九九を任意の順序で唱えることができ，それが適用できる問題をつくることができる。
	5,2,3,4の段の九九についての構成の仕方や意味を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	5,2,3,4の段の九九づくりに関心を持ち，進んで取り組もうとする。
	答えがいくつずつ増えるかに着目して，九九の構成の仕方を考えることができる。
	5,2,3,4の段の九九を唱えることができ，それを適用して問題を解決できる。
	5,2,3,4の段の九九についての構成の仕方や意味を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	5,2,3,4の段の九九の計算に関心を持ち，進んで取り組み，生活に生かそうとする。
	かける数とかけられる数を見て，どの積が一番大きくなるかなどを論理的に考えながら，かけ算ができる。
	5,2,3,4の段の九九を任意の順序で唱えることができ，それを生かして問題を解決することができる。
	5,2,3,4の段の九九やかける数とかけられる数を入れ換えても答えが同じになることを理解している。

	
	
	Ｂ
	5,2,3,4の段の九九の計算に関心を持ち，進んで取り組もうとする。
	かける数とかけられる数を見て，どの積が一番大きくなるかなどを予想しながら，かけ算ができる。
	5,2,3,4の段の九九を唱えることができ，それを生かして問題を解決することができる。
	5,2,3,4の段の九九とその答えの対応を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	5,2,3,4の段の九九を使って色ぬりに進んで取り組もうとするだけでなく，自分でも問題を進んで作ろうとする。
	かける数とかけられる数に着目して，積が20より大きくなるかを筋道立てて考え，説明することができる。
	5,2,3,4の段の九九を適切に用いて正確に問題を解決することができる。
	5,2,3,4の段の九九とその答えとの対応や，かける数とかけられる数を入れ換えても答えが同じになることを理解している。

	
	
	Ｂ
	5,2,3,4の段の九九を使って色ぬりに進んで取り組もうとする。
	かける数とかけられる数に着目して，積が20より大きくなるかを筋道立てて考えられる。
	5,2,3,4の段の九九を適切に用いて問題を解決することができる。
	5,2,3,4の段の九九とその答えの対応を理解している。

	8

か

け

算

(2)
	①九九づくり
	Ａ
	6,7,8,9,1の段の九九づくりに関心を持ち，進んで取り組み，九九を使った言葉遊びを自分でも進んで作ろうとする。
	アレイ図を使っての，6,7の段の九九の構成の仕方をもとに，8,9の段の九九の作り方を考えることができる。
	6,7,8,9，1の段の九九を任意の順序で唱えることができ，それを生かして問題を解決することができる。
	6,7,8,9，1の段のアレイ図の使い方を知り，九九についての構成の仕方や意味を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	6,7,8,9,1の段の九九づくりや，九九を使った言葉遊びに関心を持ち，進んで取り組もうとする。
	アレイ図を使って，6,7,8,9,1の段の九九の構成の仕方を考えることができる。
	6,7,8,9，1の段の九九を唱えることができ，それを生かして問題を解決することができる。
	アレイ図の使い方を知り，6,7,8,9,1の段の九九についての構成の仕方や意味を理解している。

	
	②どんな計算になるの

かな
	Ａ
	問題場面や日常生活の場面から，加法と乗法を用いる問題を進んでつくろうとする。
	加法と乗法の演算を決定した根拠を筋道立てて考えることができる。
	加法と乗法の場面で，適切に演算を選択し，正しく立式し，確実に問題を解くことができる。
	加法と乗法の場面での演算の決定や正しい立式の仕方を適切に理解している。

	
	
	Ｂ
	問題場面から，加法と乗法を用いる問題を進んでつくろうとする。
	加法と乗法の演算を決定した根拠を，場面に即して考えることができる。
	加法と乗法の場面で，適切に演算を選択して問題を解くことができる。
	加法と乗法の場面での演算の決定の仕方を適切に理解している。


	単元
	小単元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	8

か

け

算

(2)
	③かけ算をつかったも

んだい
	Ａ
	問題場面や生活場面での問題解決において，乗法や加法・減法を進んで用いようとする。
	問題場面での3つの要素の関係を的確にとらえ，筋道立てて，複数の演算を適切に考えることができる。
	乗法と加法・減法を組み合わせた問題であることを順序立てて説明することができる。
	乗法と加法・減法について十分に理解しているとともに，問題場面の作り方を理解している。

	
	
	Ｂ
	問題場面での解決において，乗法や加法・減法を進んで用いようとする。
	問題場面をとらえ，複数の演算を適切に考えることができる。
	乗法と加法・減法を組み合わせた問題を解くことができる。
	乗法と加法・減法について確実に理解している。

	
	④さがしてみよう
	Ａ
	生活場面を想起して，進んで全ての段のかけ算で求められるものをさがそうとする。
	乗法を用いる場面を考えることができるとともに，かける数，かけられる数の関係を考えることができる。
	九九のしくみや乗法を用いて考えるよさを感じながら，生活において適切な乗法を用いる場面を表現できる。
	かけ算で求められる場合やかけ算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	生活場面を想起して，進んでかけ算で求められるものをさがそうとする。
	乗法を用いる場面を考えることができる。
	九九のしくみを理解しながら，生活において適切な乗法を用いる場面を表現できる。
	かけ算で求められる場合やかけ算の仕方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	九九の計算に関心を持ち，進んで九九を用いようとし，自分ですごろくを作ろうとする。
	九九の計算において，どの目がでれば進めるのかを考えることができる。
	九九の計算が確実にできる。
	九九の計算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	九九の計算に関心を持ち，進んで九九を用いようとする。
	九九の計算において，答えと照らし合わせ，でた目に対して進めるのかどうかを考えることができる。
	九九の計算ができる。
	九九の計算の仕方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	九九をこえた計算に関心をもち，進んで取り組み，生活場面に生かそうとする。
	九九をこえた計算の仕方を，既習事項をもとにして，かける数に着目し，より簡単な求め方を考えることができる。
	九九をこえた計算について，かける数に着目することによって多様に求めることができる。
	九九をこえた計算の仕方が，既習事項を生かしながら，かける数に着目することで多様に求めることができることを理解している。

	
	
	Ｂ
	九九をこえた計算に関心をもち，進んで取り組もうとする。
	九九をこえた計算の仕方を，既習事項をもとに考えることができる。
	九九をこえた計算について，既習事項に基づいて求めることができる。
	九九をこえた計算の仕方が，既習事項に基づいて求めることができることを理解している。

	9

三

角

形

と

四

角

形
	
	Ａ
	三角形や四角形，長方形や正方形，直角三角形に関心をもち，自ら進んでそれらについて調べようとする。
	三角形や四角形，長方形や正方形，直角三角形を図形の構成要素に着目して考えたり，説明することができる。
	三角形や四角形，長方形や正方形，直角三角形を図形の構成要素に着目して，手際よくかいたり，つくったりすることができる。
	三角形や四角形，長方形や正方形，直角三角形の特徴を図形の構成要素に基づいて理解している。

	
	
	Ｂ
	三角形や四角形，長方形や正方形，直角三角形に関心をもち，身の回りからみつけようとする。
	三角形や四角形，長方形や正方形，直角三角形を図形の構成要素に着目して考えることができる。
	三角形や四角形，長方形や正方形，直角三角形をかいたり，つくったりすることができる。
	三角形や四角形，長方形や正方形，直角三角形の特徴を理解している。


	単元
	小単元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	9

三

角

形

と

四

角

形
	ステップ
	Ａ
	三角形，四角形の弁別に関心をもち，進んで取り組もうとするだけでなく，身のまわりから三角形や四角形を見つけようとする。
	三角形，四角形の特徴に着目して弁別する方法を考えることができる。
	三角形，四角形の弁別を正しく行い，その根拠を説明することができる。
	三角形，四角形の特徴を，点・線・面構成などの見方に基づいて十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	三角形，四角形の弁別に関心をもち，進んで取り組もうとする。
	三角形，四角形を弁別する方法を考えることができる。
	三角形や四角形の弁別を正しく行うことができる。
	三角形，四角形の特徴を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	三角形や四角形を使った形づくりに関心を持ち，進んで取り組みたくさん作ろうとする。
	目的に合わせて，図形の位置関係を多様に考えることができる。
	三角形や四角形の構成要素を生かしながら，形づくりができる。
	三角形，四角形の特徴を，点・線・面構成などの見方に基づいて十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	三角形や四角形を使った形づくりに関心を持ち，進んで取り組もうとする。
	目的に合わせて，図形の位置関係を考えることができる。
	三角形や四角形の特徴をもとに形づくりができる。
	三角形，四角形の特徴を理解している。

	九九

の

き

ま

り
	
	Ａ
	九九表のおもしろさに気づき，九九表のきまりや乗法に関する性質を進んで見つけようとする。
	九九表を用いたり，九九を見直して，乗法に関する性質を筋道立てて考えることができる。
	九九表をもとに，乗数と積の関係や交換法則などのきまりが成り立つことを見つけ，九九の計算に活用することができる。
	乗数が1増えると積は被乗数だけ増えることや交換法則など，乗法に関する性質を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	九九表のおもしろさに気づき，九九表から進んできまりを見つけようとする。
	九九表を用いたり，九九を見直して，乗法に関する性質を考えることができる。
	九九表をもとに，乗数と積の関係や交換法則などのきまりが成り立つことを見つけることができる。
	乗数が1増えると積は被乗数だけ増えることや交換法則など，乗法に関する性質を理解している。
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1

0

0

㎝

を

こ

え

る

長

さ
	
	Ａ
	長さの普遍単位ｍを使っていろいろなところの長さを進んで測定しようとする。
	長さの普遍単位ｍの必要性を理解し，単位㎜，cmと関係付けながら，ものさしのしくみを筋道立てて考えることができる。
	測定する対象の長さや目的に応じて，量感を生かしながら適切な単位や計器を選択して長さを測定することができる。
	長さの普遍単位ｍと既習内容の㎜，㎝との関係や，測定の意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	長さの普遍単位ｍを使っていろいろなところの長さを測定しようとする。
	長さの普遍単位ｍの必要性を理解し，既習事項をもとに長さの表し方を考えることができる。
	測定する対象の長さや目的に応じて，適切に単位を選択して長さを測定することができる。
	長さの普遍単位ｍと測定の意味を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	1ｍの長さに親しみをもち，身のまわりの1，2，3ｍを進んで見つけようとする。
	1mの量感を身近なものに置き換えて考えることができ，それを説明できる。
	1ｍの長さの量感をもち，その量感を生かしてさらに長いものの長さの見当づけができる。
	1ｍの量感を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	1ｍの長さに親しみをもつ。
	1mの量感を身近なものに置き換えて考えることができる。
	1ｍの長さの量感をもつことができる。
	1ｍの量感を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	量感を生かして，5ｍものさしで測定できるか楽しみながら，身のまわりのいろいろな長さを進んで測定しようとする。
	手作りの5ｍものさしで，身のまわりのいろいろな長さを，量感を生かして予想を立て，測り方を考えることができる。
	手作りの5ｍものさしを使って，身のまわりのいろいろな長さを，量感を生かして予想を立て，測定することができる。
	ものさしのしくみを十分に理解している。


	単元
	小単元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	ジャンプ
	Ｂ
	身のまわりのいろいろな長さを進んで測定しようとする。
	手作りの5ｍものさしで，身のまわりのいろいろな長さの測り方を考えることができる。
	手作りの5ｍものさしを既習のものさしを利用してつくることができ，身のまわりのいろいろな長さを測定することができる。
	ものさしのしくみを理解している。

	ち

が

い

を

み

て
	
	Ａ
	日常の問題を解決するのに，加法や減法を進んで用い，数量のちがいに着目して解決しようとする。
	問題場面をとらえて，解決の仕方を筋道立てて考えることができる。
	求大，求小の逆思考の場面で，ちがいに着目して適切に演算を決定して問題を確実に解決することができる。
	求大，求小の逆思考の場面において，テープ図で表すことのよさを感じながら，適切に演算を決定して解決できることを理解している。

	
	
	Ｂ
	日常の問題を解決するのに，加法や減法を進んで用いようとする。
	問題場面をとらえてテープ図に表し，解決の仕方を考えることができる。
	求大，求小の逆思考の場面で，適切に演算を決定して問題を解決することができる。
	求大，求小の逆思考の場面を知り，適切に演算を決定して解決できることを理解している。
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1

0

0

0

0

ま

で

の

数
	
	Ａ
	身のまわりのものを100や1000のまとまりにして数えたり，十進位取り記数法のしくみに着目して進んでとらえようとする。
	これまでの既習事項をもとに10000までの数を相対的に見ることができる。
	10000までの数についてよんだり，かいたり，数の相対的な表現が確実にできる。
	10000までの数についてよみ方，かき方，系列，大小や数の相対的な見方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	身のまわりのものを100や1000のまとまりにして数えたり，十進位取り記数法のしくみに着目してとらえようとする。
	十進位取り記数法のしくみに基づいて数を相対的に見るなど数を多様に考えることができる。
	10000までの数についてよんだり，かいたり，数の相対的な表現ができる。
	10000までの数についてよみ方，かき方，系列，大小や数の相対的な見方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	1000,100,10,1のまとまりでとらえ，点数を考えようとする。
	大小比較の仕方を1000,100,10,1のまとまりに着目して考えることができる。
	1000,100,10,1のまとまりで考え，大小比較が確実にできる。
	十進位取り記数法のしくみと大小比較の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	1000,100,10,1のまとまりに着目して，点数を考えようとする。
	大小比較の仕方を考えることができる。
	1000,100,10,1のまとまりに着目して数を構成したり，大小比較ができる。
	十進位取り記数法のしくみと大小比較の仕方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	何千のたし算，ひき算に関心をもち，進んで取り組もうとし，生活場面において用いようとする。
	(何千)±(何千)，(何千)＋(何百)，(何千何百)－(何百)の計算の仕方を既習事項との共通点を意識して考えることができる。
	(何千)±(何千)，(何千)＋(何百)，(何千何百)－(何百)の計算を数の相対的な見方に基づいて確実にできるとともに，自分で計算問題を作ることができる。
	(何千)±(何千)，(何千)＋(何百)，(何千何百)－(何百)の計算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	何千のたし算，ひき算に関心をもち，進んで取り組もうとする。
	(何千)±(何千)，(何千)＋(何百)，(何千何百)－(何百)の計算の仕方を数の相対的な見方に基づいて考えることができる。
	(何千)±(何千)，(何千)＋(何百)，(何千何百)－(何百)の計算を数の相対的な見方に基づいて計算ができる。
	(何千)±(何千)，(何千)＋(何百)，(何千何百)－(何百)の計算の仕方を理解している。


	単元
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	★はこの形
	①はこの　形
	Ａ
	面の形，辺の長さの特徴を調べようとする。
	頂点，辺，面などの構成要素の関係を考えることができる。
	頂点，辺，面などの構成要素の関係を調べることができる。
	箱の形について，頂点，辺，面などの構成要素の位置関係について理解している。

	
	
	Ｂ
	進んで箱の形を観察・分解して，面の形，辺や頂点の個数など箱の形を調べようとする。
	箱の形について，頂点，辺，面の構成要素の個数などを考えることができる。
	箱の形を観察・分解して，頂点，辺，面の構成要素などを調べることができる。
	箱の形について，頂点，辺，面などの構成要素の個数や形について理解している。

	
	②はこづくり
	Ａ
	正確に決められた大きさの箱をつくろうとする。
	箱を見て，頂点，辺，面などの構成要素の関係を考えることができる。
	面・頂点・辺の関係を捉え，紙やひごで箱を正確につくることができる。
	箱づくりに必要な頂点，辺，面などの構成要素の位置関係について理解している。

	
	
	Ｂ
	進んで長方形や正方形の面やひごを用いて，箱づくりをしようとする。
	作る箱の頂点，辺，面の構成要素の個数などを考えることができる。
	箱を作るとき，長方形や正方形の面の形や頂点や辺の数をとらえて，つくることができる。
	箱づくりに必要な頂点，辺，面などの構成要素の個数や形について理解している。

	み

ら

い

へ

の

つ

ば

さ
	スーパーマーケット
	Ａ
	身近な話題と算数との関わりに関心を持ち，既習事項を使って，問題を解決したり，進んで問題作りをしようとする。
	身近な問題について，必要な情報の選択能力，適切な演算決定能力を生かし，有効な数理的処理を考えることができる。
	身近な問題について，既習事項を使って解決できる場面を見つけ，その場面での適切な演算決定をすることができる。
	身近な問題について，既習事項を使って解決できる場面があり，その場面での適切な演算決定の仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	身近な話題と算数との関わりに関心を持ち，既習事項を使って，問題を解決しようとする。
	身近な問題について，有効な数理的処理を考えることができる。
	身近な問題について，既習事項を使って解決することができる。
	身近な問題について，既習事項を使って解決できる場面を理解している。

	
	ぼうをつかって
	Ａ
	数え棒を使った問題に関心をもち，実際に操作しながら進んで取り組もうとする。
	数え棒を使った問題作りにおいて，結果からの逆思考で問題を考えることができる。　　　
	数え棒を用いて，三角形，四角形の形づくりが確実にできる。
	三角形，四角形の構成要素を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	数え棒を使った問題に関心をもち，実際に操作しながら取り組もうとする。
	数え棒を使った問題作りにおいて，はじめの形を考えて，試行錯誤を繰り返し，問題を考えることができる。
	数え棒を用いて，三角形，四角形の形づくりができる。
	三角形，四角形の構成要素を理解している。

	
	九九さがし
	Ａ
	「九九さがし」に関心をもち，進んで図などに表して見つけ，できた形の美しさを感じながら説明しようとする。
	九九の式の表し方を多様に考えることができる。
	九九の式を図に表して，その規則性を見つけることができる。
	九九の式の意味を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	「九九さがし」に関心をもち，進んで図などに表して見つけようとする。
	九九の式の表し方を考えることができる。
	九九の式を図に表すことができる。
	九九の式の意味を理解している。
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